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1 推薦 石原伊佐夫 男 66 農業 ２区 S53年3月1日
R5年12月20日
R5年12月21日
H15年4月1日
　～R7年3月31日
R6年4月1日
　　　　～現在
R7年4月1日
　　　　～現在

タカヤ株式会社　入社
たかや株式会社　退職
専業農家として就農
新本消防団員

土木担当員（新本3区）

水利管理当番（中山新池）

水稲
露地野菜

71 長代悦和 男 73 農業 会社員である間も農業を手伝
い，退職後は高齢の両親に代
わり専業農家として従事しな
がら，消防団員，土木委員と
して地域活動に，また，水利
係として農業活動にも積極的
に参加しており，委員として
望ましい人物であると思慮し
推薦する。

2 推薦 赤木謙介 男 69 会社員 ２区 S63年6月6日
H28年10月31日
H29年8月1日

R5年8月1日～

倉敷化工（株）　入社
倉敷化工（株）　退職
日東ｸﾞﾛｰﾌﾞｼｯﾌﾟ・ｶｽﾄﾃﾞｨｱﾙｻｰ
ﾋﾞｽ入社　岡山県立大学警備
農地利用最適化推進委員

水稲 125 農事組合法
人山田営農
組合

代表理事
　小西忍

雇用の創出，生産
性の向上

32人 資格，要件等なし 農地利用最適化推進委員で１
期活動されており適任者と思
います。

3 応募 綾部륏男 男 59 税理士 ３区 H28年5月24日
H29年9月26日
　　　　～現在
R元年11月1日
　　　　～現在
R5年10月1日

税理士事務所開業
合同会社綾部経営会計代表に
就任
保護司

裁判所　家事調停委員

― ― 当地区で離農による耕
作放棄地が増加してい
るので耕作放棄地を減
らしたい。私自身農業
者ではないが，仕事
上，農業者から経営相
談（離農すべきか等）
を受けることは多い。
農業者と異なる視点
で，耕作放棄地対策を
検討するべきだと考え
て応募した。

4 推薦 大森　安男 男 71 農業 ２区 S48年3月26日

R2年3月31日
R2年4月1日
　
R6年8月9日
　　　　～現在

三恵工業株式会社入社（～部
長職）
同社退社
総社市シルバー人材センター
入会，活動中
農地利用最適化推進委員

水稲
露地野菜

230 河合眞作 男 82 農業 ○農業・農地の危機的な現状
を憂え，その解決に向けて誠
心誠意取り組む意欲をもって
いる。この職務に最適の人材
である。
○我が国の原風景である瑞々
しい緑の水田，輝く黄金色の
稲穂の広がる美しい風景を取
り戻すため，休耕地・放棄地
の解消を目指す意志が高い。
○温厚・誠実な人柄で「稔る
ほど頭を垂れる稲穂かな」の
言葉がぴったりの言動で，高
い見識をもちながらやさしい
言葉でわかりやすく話すので
地域の信望が厚い。

5 応募 竹内功次 男 71 農業 ２区 S55年2月1日
H10年4月1日
H13年10月1日
　
H22年4月1日
H27年4月1日

令和2年3月31日
令和2年4月1日

日本国有鉄道入社
ＪＲ西日本TiS GARE大阪所長
日本旅行TiS（GARE,加古川,岡
山）三宮支店 支店長
ＪＲ西日本岡山ﾒﾝﾃｯｸ入社
ＪＲ西日本岡山ﾒﾝﾃｯｸ新見営業
所所長
ＪＲ西日本岡山ﾒﾝﾃｯｸ退職
専業農家として就農

水稲
露地野菜

99 令和2年に前農業委員の
推薦により詳しい職務
内容をあまり知らずに
推進委員に就任し，約5
年半農業委員会での活
動をしてまいりまし
た。活動を通じて農地
の保全の重要性を一層
強く感じると共にそれ
に関わることに大きな
意義を感じておりま
す。また，長年地域の2
つの水利組合の会計担
当をしており，農地の
状況に大きな関心を
持っております。農業
委員会の活動と水利組
合の活動が相互関連し
ております。以上の理
由により応募いたしま
す。
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6 推薦 小池　英司 男 61 農業 ４区 H元年7月1日
平成31年3月31日

山手村役場入庁
総社市役所退職

水稲 27 風早克義 男 83 農業 温厚でまじめな性格であり，
若い時から両親の農業の手伝
いを積極的にしており農業の
知識も有している。そして退
職前の仕事は市役所勤務で，
農業，土木，環境部門を歴任
しており，地域との関わりが
深く地元の実情にも精通して
いる者である。

7 応募 最相信雄 男 74 農業 １区 H25年12月
H28年12月
H29年１月
R5年8月1日～現在

総社中央公民館総社分館長
旭電気株式会社　退社
専業農家として就農
総社市農地利用最適化推進委
員

水稲
果樹

110 令和５年から３年間総
社市農地利用最適化推
進委員として活動し地
域の方との絆が出来，
情報のやりとりもス
ムーズに出来るように
なりました。今後もこ
の関係でより深い掘り
起こし活動が出来れば
と思い再度応募致しま
す。

令和８年２月２６日　現在

推薦を受けた者　　４名
応募した者　　　　３名


